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 ６月７日会社が示した回答｢基準内賃金の２．３ヶ月｣について中央本部は申２６号

２０２２年度夏季手当の追加支給を求める緊急申し入れを行いました。 

 昨年度ＪＲ発足後初めて昇級係数が２とされ、期末手当は年間４．０ヶ月分となりま

した。将来設計に大きく不安を抱きながらも全社員が黒字化実現に向け奮闘し、２０２

１年度決算は赤字であったものの対前年では大きく業績を回復しました。 

 年度が替わり今年度業績も黒字予想を示し、ゴールデンウィーク輸送も好調な結果

となる中で更なる奮闘を促す夏期手当であるからこそ、｢一時金｣として全社員が奮起

できる数字を示すべきではありませんか？ 

                労使協約において期末手当の額については労使交渉にお

いて決定するとされています。労働組合だけが支給月数を交

渉できる権利を持ちます。自分の未来について与えられるのを

ただ見ているだけではなく労使交渉を通じて勝ち取るものであ

ると私たちは考えます。労働組合に加入していなければ、そう

いった権利や自らの将来を放棄していることになります。 

                今こそ東日本ユニオンに加入して私たちと共に未来を切り

開きませんか？ 

２０２２年度夏季手当の追加支給を求める緊急申し入れ提出 

２０２２年度夏季手当の追加支給を 
求める緊急申し入れ団体交渉開催決定 

６６６月１１１０００日（金金金）１１１０００：００～ 

職職職場場場かかからららＪＪＪＲＲＲ労労労働働働者者者ののの声声声ををを交交交渉渉渉団団団ににに届届届けけけよよよううう！！！   
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